
 

 

 

 

 

 
 

 

 

１ 単元について

ｙあ

【単元観】 

 本単元は，自分が行ってみたいおすすめの国や

その理由を友達と紹介し合うために，パンフレッ

トを作成し，読むことを通して，改めて自分が行

ってみたくなった国を伝え合うことをゴールの

活動として設定している。 

単元のゴールに向け，「Ｉwant to ～.」「You 

can～.」という表現を用いて，自分のおすすめの

国のことを伝えたい，友達の思いを聞きたいとい

うコミュニケーションへの関心を高めることが

できる。 

また，行ってみたい国やその理由として，その

国で食べられる物，観光できるところ，お土産と

して買える物などについてのやり取りを通して，

世界の国々の名所や食文化の違いなどに気付い

たり，それらに対する興味関心を基に，互いの好

みについて伝え合ったりすることができる。 

さらに，友達やＡＬＴに伝えるという目的をも

たせた上で，自分が行ってみたいおすすめの国や

その理由についてやり取りしたことを書き写し

てパンフレットを作成したり，それを読み合った

りする活動を設定することで，文字で伝えるよさ

を感じることができる。 
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～呉中央トラベル おすすめの国はどこ？～

学 級   第５学年３組 ３８名

【指導観】 

指導に当たっては，単元のゴールに，友達が作ったパンフレットを読んで得た情報を基に，改めて

自分が行きたいと思った国について伝え合う言語活動を設定する。「Ｉwant to ～.」「You can～.」と

いう表現を用いて，行きたいと思った国や，なぜ行きたいと思ったのかという理由など，自分の考え

や気持ちを伝え合うことができるようにする。 

単元の始めには，指導者が行きたいと思っている国やそこでできることを紹介しながら，ゴールイ

メージをもたせるようにする。また，クイズ形式で様々な国を紹介し，「見てみたい」「食べてみたい」

という思いを膨らませ，興味関心を高めるようにする。さらに，旅行ガイドブックなどを提示し，自

由に閲覧できるようにしたり，他教科等で学習した知識を活用したりすることで，自分がまだ知らな

い国や地域に思いを巡らせたり，新たに興味関心の幅が広がったりするようにしていく。 

本単元では，「Ｉwant to ～.」「You can～.」という表現に加えて，いくつかの動詞にも出合う。ゴ

ールに向けての各時間で，それぞれの動詞を一つずつ導入しながら段階的に表現できる内容が増えて

いくように単元を構成していくようにする。目的語に当たる部分を写真や挿絵などの視覚的資料で提

示することで，動詞の意味理解の手がかりになるようにし，無理なく表現に慣れ親しませたい。 

読むことや書くことについては，友達やＡＬＴに伝えるという目的をもたせた上で，やり取りを通し

て音声にしっかりと慣れ親しんだ表現をパンフレット作成の際に書き写させ，友達が書いたパンフレ

ットを読み合う活動を通して，文字の音や言語外情報等を手がかりに読むことがきできるようにさせ

たい。また，毎時間の帯活動としてジングルに取り組み，様々な国の言い方や表記の仕方にふれ，国

名の語頭は大文字で表記することに気付かせたり，初頭音や国旗を手がかりに，どの国を表している

か読んでみようとする意識をもたせたりしたい。 

【児童観】 

本学級の児童は，第３・４学年の２年間に週１時間，

今年度からは週２時間の外国語活動の学習をしている。

９月のアンケート調査によると，「外国語活動の授業で

は，日本と外国のくらしや習慣，文化などのちがいを知

ることができます」という項目について全児童が，「も

っと英語を学びたい」という項目では９５％の児童が肯

定的回答をしており，５月実施の同アンケートと比較す

ると，それぞれ８ポイント以上の増加が見られた。その

他の関心や意欲に関わる項目においても肯定的回答の

増加傾向が見られ，外国語の学習に対する関心や意欲が

高まっていることが分かった。 

一方で，９月のアンケート調査において，読むこと書

くことに関するアンケート４項目のうち３項目で肯定

的回答が減少しており，読むことや書くことに対する抵

抗感や難しさを感じていることが分かった。そこで，２

学期からはアルファベットがもつ音について段階的に

継続して学習を進めている。語頭に着目したり，イラス

トなどの視覚的情報を手がかりにしながら，既習の単語

を読んだりして，少しずつ「読む」「読める」という体

験を積んでいるところである。また，相手に伝えるなど

の目的をもって，音声で慣れ親しんだ表現を書き写す活

動に段階的に取り組ませているところである。 

 



２ 単元の目標

○進んで，おすすめの国やその理由について伝え合おうとする。

【コミュニケーションへの関心・意欲・態度】

○おすすめの国やその理由について尋ねたり答えたりすることに慣れ親しむ。

【外国語への慣れ親しみ】

○おすすめの国やその理由について書いたり読んだりすることに慣れ親しむ。

  【外国語への慣れ親しみ】

○世界には，様々な人たちが様々な生活をしていることに気付く。 【言語や文化に関する気付き】

３ 単元の評価規準

コミュニケーションへの

関心・意欲・態度
外国語への慣れ親しみ

言語や文化に関する

気付き

○進んで，おすすめの国やその

理由について伝え合おうと

している。

○おすすめの国やその理由について尋ね

たり答えたりすることに慣れ親しんで

いる。

〇おすすめの国やその理由について書い

たり読んだりすることに慣れ親しんで

いる。

○世界には，様々な人たち

が様々な生活をしてい

ることに気付いている。

４ 単元のゴール

コミュニケーションの

目的・場面・状況

自分が行ってみたいおすすめの国やその理由を友達と紹介し合うために，

パンフレットを作成し，読むことを通して，改めて自分が行ってみたくなっ

た国を伝え合う。

目指す発話例

〈やり取り例〉

目指す筆記例

５ 言語材料（下線は新出表現・語彙）

主な表現 主な語彙

［ ］

［

］

国

状態・気持ち（

） 動作（ ）

既習  動作  状態・気持ち  国  飲食物



６ 単元計画 

時
目標（◆）と主な学習活動（○）

【  】＝ ！に誌面化されている活動

評価規準【観点】

（評価方法）

１

◆行きたい国を伝える表現に慣れ親しむ。

◆世界には様々な人たちが様々な生活をしていることに気付く。

【慣】

 行きたい国を伝え

る表現に慣れ親しん

でいる。

【気】

 世界には様々な人

たちが様々な生活を

していることに気付

いている。

（行動観察，

振り返りカード）

【 】

〇

【 】

〇  

いろいろな国について，食べ物・観光・土産の３つのヒントを出し，

クイズ形式で紹介をする。

〇   

クイズで紹介された国や既有の知識を踏まえ，行ってみたい国につ

いて話す。

２

◆紹介しようとする国で食べられる物を伝える表現に慣れ親しむ。
【慣】

 紹介しようとする

国で食べられる物を

伝える表現に慣れ親

しんでいる。

（行動観察，

振り返りカード）

【 】

【 】

〇

【 】 

【 】①

〇  

紹介しようとする国とその国で食べられる物について話す。

〇

 自分が紹介したい国のおすすめの食べ物を書く。

（目的語の部分は写真を貼る）

３
◆紹介しようとする国で見ることができるものを伝える表現に慣れ親し

む。

【慣】

 紹介しようとする

目指す発話例
 

 ～

 ～

～

目指す発話例

 

目指す筆記例



【 】

【 】

〇  

【 】①

〇  

紹介しようとする国とその国のおすすめの観光スポットについて話す。

〇

 自分が紹介したい国のおすすめの観光スポットを書く。

 （目的語の部分は写真を貼る）

国で見ることができ

るものを伝える表現

に慣れ親しんでい

る。

（行動観察，

振り返りカード）

４

◆紹介しようとする国でお土産として買える物を伝える表現に慣れ親し

む。

【慣】

 紹介しようとする

国でお土産として買

える物を伝える表現

に慣れ親しんでい

る。

（行動観察，

振り返りカード）

【 】

【 】

【 】①

〇

【 】

〇  

紹介しようとする国とその国で帰るおみやげについて話す。

〇

 自分が紹介したい国のおすすめのお土産や，さらに紹介したいことを書

く。（目的語の部分は写真を貼る）

目指す筆記例

目指す発話例

 

目指す筆記例

目指す発話例

 



５

◆ などを用いて，理由や気持ちを表す表現に慣れ親しむ。

◆紹介しようとする国について，言い慣れた語句や表現を書き写すことに

慣れ親しむ。

【慣】
 

などを用いて，理由

や気持ちを表す表現

に慣れ親しんでい

る。

 紹介しようとする

国について，言い慣

れた語句や表現を書

き写すことに慣れ親

しんでいる。

（行動観察，

振り返りカード）

【 】

【 】①

〇

【 】

〇

 紹介しようとする国に行ってみたい理由や気持ちを話す。

〇  話したことについて書く。

６

◆自分のおすすめの国について，進んで紹介しようとしたり，友達の紹介

を聞いたりしようとする。

【コ】

 自分のおすすめの

国について，進んで

紹介しようとした

り，友達の紹介を聞

いたりしようとして

いる。

（行動観察，

振り返りカード）

【 】

【 】

【 】

〇  自分のおすすめの国を紹介し合う。

目指す筆記例 ※本時で下線部を書く

目指す発話例

 

目指す発話例（おすすめの国紹介）

 

 

 



〇  パンフレットを完成させる。

７
（
本
時
）

◆おすすめの国やその理由について，文字の音や言語外情報等を手がかり

に，音声で慣れ親しんだ簡単な語句を読むことに慣れ親しむ。

【慣】

 おすすめの国やそ

の理由について，文

字の音や言語外情報

等を手がかりに，音

声で慣れ親しんだ簡

単な語句を読むこと

に慣れ親しんでい

る。

（行動観察， 

パンフレット，

振り返りカード）

【 】

〇

〇 ①

先生のパンフレットを読んで，内容を確認する。

〇 ② 

パンフレットを交換し，読み合う。

〇  

読んだパンフレットを基に，改めて自分が行ってみたいと思った国

について話す。

８

◆自分が行きたいと思った国についてやり取りをしたり，やり取りをした

表現を書き写したりすることに慣れ親しむ。

【慣】

 自分が行きたいと

思った国についてや

り取りをしたり，や

り取りをした表現を

書き写したりするこ

とに慣れ親しんでい

る。

（行動観察，

振り返りカード）

〇

〇

〇  改めて自分が行ってみたいと思った国について話す。

目指す発話例

目指す筆記例 ※本時で下線部を書く

目指す発話例

 

 



〇  これまでの学習を基に，行きたい国を書いて投票する。

〇  

行きたい国投票で全員が書いた紙をモニターに映し出し，全員で読

みながら開票する。

〇単元の振り返りをする。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す筆記例
 



７ 本時の学習 

（１）目標 

おすすめの国やその理由について，文字の音や言語外情報等を手がかりに，音声で慣れ親しん 

だ簡単な語句を読むことに慣れ親しむ。【慣】                           

（２）評価規準 

   おすすめの国やその理由について，文字の音や言語外情報等を手がかりに，音声で慣れ親しん 

だ簡単な語句を読むことに慣れ親しんでいる。【慣】 

（３）準備物 

   ＴＶ，ＰＣ，ワークシート，絵カード（教師用，児童用）振り返りカード 

（４）本時の流れ（７/８時間） 

学習

過程
学習活動

 指導上の留意事項 評価規準【観点】

評価方法（ ）

導 
 
 

入

１
〇児童に対して呼びかけ
るようにして，外国語
活動の始まりの雰囲気
を作る。

〇曜日，日にち，天気に
ついて，児童とやり取
りをする。

〇コミュニケーションの
４つのポイント（四つ
葉のクローバー）を確
認する。

２ 

〇

〇音と文字が一致するよ
うに，初頭音に着目さ
せて国名を読ませる。

３ 本時のめあてを知る。

展 
 
 

開

４ 
・先生のおすすめの国に
ついての紹介を聞き，
前時の相互紹介の活動
を想起する。

〇 の紹介した内容に
ついて質問し，答えさ
せる。

○自国の紹介をして聞か
せる。

  パンフレットを読み合い，改めて自分が行きたくなった国や理由を伝え合おう。

  おすすめの国について紹介し合い，自分の行ってみたい国を友達や先生に伝えよう。 

①

②

③



５ ①
 ・ の作ったパンフ

レットを全員で読んで
みる。

 ①音声を聞きながら，読
まれている部分を指
でなぞる。

 ②発音されたキーワー
ドを文章の中から見
つける。

 ③パンフレットに書か
れた文章を声に出し
て読む。

〇スモールステップで読
ませる。

〇 の作成したパンフ
レットに書かれている
内容のシートを配付
し，指でなぞりながら
聞かせる。

〇キーワードとなる動詞
を発音し，指で押さえ
させる。初頭音を確認
し，音声と文字を一致
させる。 

〇「 」は３文
とも同じであることを
視覚的に捉えて確認さ
せ，その後に続く動詞
だけが違うことに気付
かせてから読む。

〇写真の中に食べ物が２
つあるが，そのうちの
１つは現地で食べるも
の，もう１つはお土産
として買えるものであ
ることを，動詞を読む
ことによって判断でき
ると気付かせる。

〇パンフレットに書かれ
た文章を，児童の様子
を見ながら一文ずつゆ
っくり読む。

〇キーワードを 1 つずつ
言って聞かせる。

〇児童と一緒に声に出し
て読みながら，発音を
確認する。言いにくそ
うにしている場合は，
語頭のアルファベット
に着目させたり，手本
を発音して聞かせたり
して，無理のないよう
に読ませる。

６ ②
 ・パンフレットを交換し

て読み合い，お互いが
おすすめしている国に
ついて情報を確認す
る。

〇どこに着目すればよい
のか，確認しておく。 

〇読めないところはない
か尋ね，全体で共有す
る。 

〇この後の活動を踏ま
え，読んだパンフレッ
トを基に，行ってみた
くなった国やその理由
を考えるよう指示す
る。

〇児童の様子を見て回
り，読めているか確認
をする。必要に応じて，
声に出して一緒に読
む。

【慣】 

おすすめの国

やその理由につ

いて，文字の音

や言語外情報等

を手がかりに，

音声で慣れ親し

んだ簡単な語句

を読むことに慣

れ親しんでい

る。 

(行動観察， 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ，振り

返りカード) 

７
 ・読んだパンフレットを

基に，改めて自分が行
ってみたいと思った国
についてやり取りをす
る。

〇グループの中でペアを
替えながら何度か繰り
返し行わせることで，
友達とのやり取りを参
考に表現の内容や質が
高まるようにする。

〇既習表現を使って自分
の考えや気持ちを積極
的に伝え合っているグ
ループを全体で紹介す
る。

〇友達のパンフレットを
見てどのように考えや
気持ちが変容したかを
共有させる。

 
〇数人の児童とのやり取
りをし，全体でそれを
聞くことにより，表現
の幅を広げるヒントに
させる。



 

ま
と
め

８ 

 ・本時のめあてに対する
振り返りをする。

９

・終わりの挨拶をする。

．

〇本時のめあてに触れ，
言語面・内容面につい
て振り返らせる。

〇次時の単元のゴールに
ついて予告をする。

．

〇児童の，いろいろなこ
とを手がかりに読もう
としていた態度や，自
分の考えや気持ちをお
互いに伝えようとして
いた意欲について称賛
する。

．

【児童の振り返り】
・友達のパンフレットを見て，食べてみたいなと思うものがあったので，そこに行って
みたいなと思った。

・友達のパンフレットに美味しそうなおやつがあったけど，それはお土産で買えると書
いてあったので，実際にその国に行ってほかの種類も見ながら買いたいと思った。

・友達のパンフレットを読むとき，読み方が分からなかったけど，絵カードを見たり始
めの音のヒントをもらったりして，読むことができた。

・ ～ ～ という表現を使ったら，自分がその国のおすすめしたいところや
気持ちなどを伝えることができた。


